別紙3
＜核酸供与体・供与核酸の特性＞

｛ヒト免疫不全ウイルス (Human immunodeficiency virus; HIV)｝　クラス3
レトロウイルス科、レンチウイルス属。全長約9.2kbのプラス鎖RNAを遺伝子として持つ。CD4分子をレセプターとし、数種のケモカインレセプターをコレセプターとして主にCD4陽性T細胞、マクロファージなどに感染する。感染初期に一過性のウイルス血症を呈し、その後自己の免疫により数年から十数年の無症候期を経て後天性免疫不全症候群（AIDS）を発症する。
供与核酸

gag遺伝子：構造タンパク質であるMA,CA,NCタンパク質をコード
pol遺伝子：逆転写酵素（RT)、組み込み酵素（IN)をコード

env遺伝子：ウイルス粒子の外被タンパク質であるgp120, gp41をコード

nef遺伝子：ウイルス複製や病原性に関わり、ウイルス複製に非必須のNefタンパク質をコード

tat遺伝子：調節タンパク質で転写活性化因子であるTatタンパク質をコード

rev遺伝子：調節タンパク質でRNA結合タンパク質でゲノムＲＮＡの核外輸送を行うＲｅｖタンパク質をコード

vpr遺伝子：調節タンパク質でHIVの組込み前複合体の核移行に関与するVprタンパク質をコード

vpu遺伝子調節タンパク質でHIVのレセプターであるCD4分子の発現を低下させるVpu遺伝子をコード

vif遺伝子：調節タンパク質で感染性粒子の産生に必要なVifタンパク質をコード 

それぞれの遺伝子産物単独ではヒトに病原性はない。
ACCESSION: K03455

文献: Ratner, L., et al. Complete nucleotide sequence of the AIDS virus, HTLV-III Nature 313, 277-284 (1985)

｛結核菌 (Mycobacterium tuberculosis)｝　クラス3
結核菌群(M. tuberculosis complex)に属すグラム陽性桿菌。乾燥に強く塵埃感染のもととなるが紫外線に弱い。ヒトではあらゆる臓器、組織に結核症を起こすが肺結核症が多い。結核感染は菌を飛沫あるいは塵埃とともに経気道的に吸入して起こり、初感染の個体でははいに原発巣と局所リンパ節巣が形成される。治療薬、予防薬とも存在するが多剤耐性菌も存在する。

供与核酸

α抗原遺伝子：抗原性の高い分泌タンパク質α抗原をコード。ヒトに病原性はなく、その一部はワクチンにおける免疫原としても用いられている。
ACCESSION: NC000962

文献: S.T.Cole, et al. Diciphering the biology of Mycobacterium tuberculosis from the complete genome sequence Nature 393, 537-544 (1998)

｛ヒトヘルペスウイルス８型 (Human herpes virus type 8; HHV-8)｝　クラス２
ヘルペスウイルス科、γヘルペスウイルス亜科。カポジ肉腫関連ヘルペスウイルス(KHSV)とも呼ばれ、カポジ肉腫あるいはある種のリンパ腫の原因ウイルスである。

供与核酸

K3, K5遺伝子

ACCESSION: U9387, NC_003409
｛T7バクテリオファージ｝　クラス１
供与核酸

RNA polymerase 遺伝子： RNAポリメラーゼをコード

ACCESSION: NC001604、M38308
